
㈱R-CORPORATION外部評価事業部

地域密着型サービスの外部評価項目構成

項目数

Ⅰ．理念に基づく運営 10

１．理念の共有 1

２．地域との支えあい 1

３．理念を実践するための制度の理解と活用 4

４．理念を実践するための体制 3 　○項目番号について

５．人材の育成と支援 1 外部評価は23項目です。

「外部」の列にある項目番号は、外部評価の通し番号です。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 1 「自己」の列にある項目番号は、自己評価に該当する番号です。参考にしてください。

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応 0

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援 1

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 5 　○記入方法

１．一人ひとりの把握 1 ［取り組みの事実］

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と 1
　　見直し ［次ステップに向けて期待したい内容］

３．多機能性を活かした柔軟な支援 0

4．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 3

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　 7

１．その人らしい暮らしの支援 5

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり 2 　○用語の説明
家族等

合計 23 家　 族

運営者

職員

チーム

＝事業所の経営・運営の実際の決定権を持つ、管理者より上位の役職者（経営者と同義）を指
します。経営者が管理者をかねる場合は、その人を指します。

＝管理者および常勤職員、非常勤職員、パート等事業所で実務につくすべての人を含みます。

＝管理者・職員はもとより、家族等、かかりつけ医、包括支援センターの職員等、事業所以外の
メンバーも含めて利用者を支えている関係者を含みます。

次ステップに向けて期待したい内容について、具体的な改善課題や取り組みが期待さ
れる内容を記入しています。

＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。

＝家族に限定しています。

訪問調査日 令和5年10月4日

事業所名 グループホームやまきた

ヒアリングや観察などを通して確認できた事実を客観的に記入しています。

評価確定日 令和5年10月27日

評価機関名 株式会社　R-CORPORATION

評 価 結 果 報 告 書 事業所番号 1471400372

＜認知症対応型共同生活介護用＞
＜小規模多機能型居宅介護用＞

法人名 有限会社　エニー介護サービス
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自己評価及び外部評価結果

【事業所概要（事業所記入）】 【評価機関概要（評価機関記入）】

評 価 機 関 名

所　　在　　地

法　　人　　名 訪 問 調 査 日 令和5年10月4日

事　業　所　名

（ 〒258-0113

名

名

名

18 名

2 ﾕﾆｯﾄ

自己評価作成日

※ 事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

基本情報リンク先

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【地域密着型サービスの外部評価項目の構成】
外部評価項目

 1 ～ 10

11

 12 ～ 16

17 ～ 23

Ⅴ アウトカム項目

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

●この事業所は有限会社エニー介護サービスの経営です。同法人は平成13年に居宅介護
支援事業所を設立し、3年後の平成16年にグループホームを開設しました。「グループ
ホームやまきた」はJR御殿場線「山北」駅から徒歩10分程度、県道74号線から1つ脇に
入った閑静な住宅地の中にあります。事業所の所在地である山北町は、日本のダム湖百
選の丹沢湖、県の景勝として有名な洒水の滝、ユーシン渓谷、箒杉といった自然景勝地
もある、風光明媚な地域です。2年前に法人代表の交代がありましたが、事業方針の変更
等はなく、山北町で居宅介護支援事業所とグループホームの運営を継続しています。
●法人代表の交代と同時期に管理者も交代しましたが、前任の法人代表や管理者の運営
やケア方針を踏襲しながら、新体制でスタートしています。管理者は介護の共通実践内
容に「介護プロフェッショナルキャリア段位制度」の介護をケアの標準とし、職員に
よって介護にバラつきが生じないよう、介護の質の向上に努めています。職員の教育に
ついては、アセッサーの資格を取得している職員、実践者研修修了者している職員が中
心となって介護技術や知識について指導・研修を行いながらケア方法の統一化に努めて
います。
●ケアについては、事業所の開設当初に作成された理念「①皆さまがここに来てよかっ
たと実感できるよう日々努力します②皆様がいきいきとした生活ができるよう日々努力
します。」に基づき「利用者最優先・利用者との関わり」に重点を置いたケアを第一と
して、利用者支援を行っています。また、一昨年12月からICT化を導入し、数ヶ月間の試
用期間を経て、昨年4月から記録等のドキュメントはタブレットにより行い、記録に要す
る時間の短縮とデーターの活用が可能となったことから、利用者との係わりを持てる時
間が増えたこともメリットになっています。

弊社の理念「私たち職員は、皆様がここにきてよかったと実感できるように日々
努力します。そして、皆様が生き生きとした生活ができるよう、日々努力しま
す。」を実現させるため、利用者さまの幸福感を常に検討しています。

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

自己評価項目

 1 ～ 14

　☑　認知症対応型共同生活介護

36 ～ 55

56 ～ 68

）

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

ﾕﾆｯﾄ数

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

評 価 結 果
市町村受理日

令和5年度

株式会社　R－CORPORATION

〒231-0023　横浜市中区山下町74-1　大和地所ビル9F

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

事業の開始年月日

平成22年11月1日指 定 年 月 日

有限会社　エニー介護サービス

1471400372
平成16年11月1日

令和5年10月27日
評  価  機  関
評 価 決 定 日

事 業 所 番 号

令和5年10月30日

15 ～ 22

23 ～ 35

　□　小規模多機能型居宅介護

令和5年9月25日

所　　在　　地

サービス種別

定　 員　 等

グループホームやまきた

登録定員

通い定員

足柄上郡山北町山北785番地

宿泊定員

定員　計



56 1，ほぼ全ての利用者の 63 〇 1，ほぼ全ての家族と

〇 2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 〇 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 〇 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 〇 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 〇 1，ほぼ全ての職員が

〇 2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

〇 4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

〇 2，利用者の2/3くらいが 〇 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 〇 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地域
の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりの拡がりや深まりがあり、事業
所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

グループホームやまきた

1F

 事業所名

 ユニット名

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこと、
求めていることをよく聴いており、信頼関係が
できている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共
有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日常
的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や話
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に
活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んで
いる

コロナ5類移行になり会議の開催の予定があっ
たもののホーム内でのコロナが発生し会議は7
月に一度行えた。そのなかで利用者様の様子
や、コロナ時の対応・対策などを話した。
今年度は利用者様にも参加する機会を増やして
いる。

運営推進会議はコロナで、リモートで行っていまし
たが、コロナ5類移行後は、対面で集まって実施しま
した。運営推進会議のメンバーは山北町福祉課長・
山北町包括支援センター長・宮地自治会長・民生委
員・利用者家族代表に参加していただき、事務所の
現状や活動状況ぬついて報告を行い、質問や意見、
ボランティアの紹介、相談事項などについて話し
合っています。

今後の継続

ケア会議が開催されるときには出席し地域の現
状を聞いたり、ホームの空き室状況などを伝
え、地域の方の困り事などを一緒に考えて入所
への運びを協力・共有し、円滑に行えるように
している。

年6回開催されるケア会議（ケアマネ、包括、自治会
長、民生委員、利用者等の集まり：居宅介護時代か
ら継続参加）に出席し情報を入手するとともに、
リーダークラスも出席させ、業界情報を身近に聞い
てもらう機会として活用しています。町役場の担当
者とは、不明点や事業所で判断に迷う事案が生じた
際に連絡を取り、相談や助言をいただくようにして
います。

今後の継続

地域の一員として参加できる行事には参加が可
能な利用者と共に参加した。昨年度は室生さん
のお祭り、1月に道祖神の太鼓見物、今年度に
入り山北ソーラン祭りに足を運ぶ。

地域の一員として参加できる地域行事には参加が可
能な利用者と共に参加しています。室生さんのお祭
り、道祖神の太鼓見物、山北ソーラン祭りなどがあ
り、道祖神の太鼓は休憩所として事業所のスペース
を提供し、お菓子や豚汁を振舞っています。ホーム
でのエニー祭には地域の方をお招きしています。ま
た、傾聴ボランティアの来訪や、中学校の体験学習
を受け入れも行っています。

今後の継続

コロナが5類移行に伴い、中学生の体験学習の
受け入れや、隔週でのお話ボランティアさんに
来ていただき利用者様と触れ合いを持ってい
る。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

　Ⅰ　理念に基づく運営

社内研修時などに理念を振り返り職員同士共
有、実践に心がけている。

開設時に作成された理念「私たち職員は、皆さまが
ここに来てよかったと実感できるよう日々努力しま
す。」「皆様がいきいきとした生活ができるよう
日々努力します。」の実現に向け、職員へ周知なた
め事務所・トイレなど目に付く場所に掲示する他、
毎朝のミーティングや事業所内研修時に事例を交え
て伝えながら、理念を理解したケアに取り組んでい
ます。

外部に対するアピール
のため明確な「理念」
として明示されること
を期待いたします。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス
指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定
基準における禁止の対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束を
しないケアに取り組んでいる

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、それらを活用できる
よう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

コロナ5類移行になり、ご家族の面会が行える
ようになり、その際に要望等を聞かせてもらっ
ている。その後社内で検討し運営に反映してい
る。

家族からの意見や要望については入居の段階で
も確認していますが、入居後も面会時や電話連
絡した際や、請求書と併せて近況報告を行うと
共に、意見や要望を伺うようにしています。毎
月郵送している近況報告でも、一言添えて意見
を伺うようにしています。

今後の継続

成年後見制度や日常自立支援事業を利用してい
る利用者様もいるため、利用者様の生活のやり
取りで後見人や社協との関りがあり、学ぶ機会
が多い。

契約書を基に話をさせて頂き、利用者様のご希
望ご家族様の希望に添えるように説明させても
らっている。質問が合った際には、理解・納得
につながる答えをさせてもらっている。

運営推進会議で身体拘束廃止に伴う委員会も兼
務していただいている。適正化の指針を基に身
体拘束のないケアに取り組んでいる。町で行う
研修会にも参加している。

入居契約書に生命及び身体を保護するために緊
急やむを得ない場合を除き身体拘束は行わない
と明記しており、契約時にも家族に伝えていま
す。身体拘束廃止委員会は運営推進会議に兼ね
て頂いており、適正化の指針を基に身体拘束の
ないケアに取り組んでいます。事業所として内
部の委員は決めています。

今後の継続

今年度より虐待防止の委員会を発足している。
県より出ている虐待防止に関するアンケートを
基に現状の様子と職員の虐待への理解度を把握
し虐待のないケアに取り組んでいる。

今年度より虐待防止の委員会を発足し、虐待が行わ
れたり、見過ごされることのないよう、その都度声
かけや対応を確認しながら虐待防止に努めていま
す。身体拘束と虐待については、年1回以上は事業所
内研修のテーマとして学ぶ機会を設け、共通認識を
図っています。身体拘束・虐待チェックリストなど
も活用し、日々のケアを振り返る機会を設けていま
す。身体拘束・虐待と対極にある利用者の安全との
関係について研修を受ける機会があれば受講したい
と考えています。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
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11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている

一般の職員の勉強会への参加は少しずつ増えて
いくように取り組んでいる。資格取得への支援
にも力を入れている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

利用者さんの困りごとは第一に考え要望に添え
るように努める。不安が解消できるよう好みや
興味のある事を共有して、安心して過ごしても
らえるようにしている。

就業環境ではできるだけ一人一人と話す機会を
得るように努力をしている。

シフト作成においては、職員が希望休や有給を取得
しやすいよう配慮したり、職員間の人間関係が円滑
になるよう、言葉遣い等についても気に掛けるよう
に注意しています。初心者用の簡易マニュアルやア
セッサーのハンドブックを基本とし、教育を進めて
います。管理者は一人一人と話をする機会を設け、
職員がストレスを溜め込むことのないよう配慮して
います。

今後の継続

社内で目標を持ち実践につながる取り組みを昨
年度より始めた。本年度も実践発表会にエント
リーしてもらい、個々の実力を発揮する機会を
作っている。

職員の研修については、実践発表会にエントリーし
てもらい、個々の実力を発揮する機会を作り、スキ
ルアップにつなげる予定としています。また、職員
の経験年数や能力に応じて外部研修の受講を促し、
事業所内研修も実施し、業務に直結したグループ
ワークを行い、職員の資質向上に努めて行きます。
また、アセッサーの資格を取得している職員が2名お
り、その職員を中心にケア方法をの統一化を図って
いく予定です。

今後の継続

職員の要望はできるだけ反映できるように努め
ている。

職員の個人の目標について聞いています。目標達成
に向けた取り組みなどの実践経験を出してもらい、
良いものは発表してもらい、それを纏めた発表集を
作って配布し、1つの研修としています。職員の意見
はミーティングでも受けますが、申し送り時などフ
リーな時間の方が言いやすい傾向にあり、注意して
聞くようにしています。特に係は置かず、イベント
の時などには役割を決めて進めています。

今後の継続
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

ご利用者様のご近所の方が時々面会に来られ
る。ご自宅にいた時と同じように居室での会話
を楽しまれている。

入居前の面談で、馴染みの場所・友人などに関
する情報について聞き取りを行い、入居後もこ
れまで築き上げてきた馴染みの人との関係を継
続できるよう支援しています。近所に住まわれ
ていた方が多く、時々面会に来られる方もいま
す。年賀状は直筆で書ける人は書いていただ
き、家族宛に投函しています。

今後の継続

生活を共にするものとして一緒に過ごし日々の
楽しみを見つけ良好な関係を築いている。

ご家族と利用者様を共に支えていけるように連
絡を密に取り合いお互いに幸せに暮らしていけ
るような関係を築いている。

家族の困りごとや不安が軽減できるよう気兼ね
なく声をかけてもらい要望を伺い対応させても
らっている。

夏場暑い中、ご自宅で冷房もつけずにセーター
を着て過ごす利用者様を緊急に入所を勧めさせ
て頂いた。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている

23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

入所前に訪問させていただき、これまでの生活
環境を把握しホームでに生活への不安を軽減し
てもらうためにも、あまり生活の変動は内容に
努める。

一人一人の個性を尊重し、有する力はこちらか
らの声かけなどで大きく発揮してくれるように
努める。

サービス終了後も希望される家族などには集ま
れる方でデスカンファレンスを行うように努め
ている。また気軽にホームへ連絡していただけ
るように「何かありましたら、ご連絡くださ
い。」と声をかけさせてもらっている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

利用者様の意向に添えるように努めている。意
思表示が困難な場合はその方に寄り添い検討し
ている。

入居時の面談で本人、家族、介護支援専門員から生
活歴、既往歴、趣味嗜好品、事業所での暮らし方の
希望や意向について聞き取りを行い、可能な限り希
望や意向に沿った生活が送れるよう支援していま
す。1階は自分の意見を言える人が多く、会話から思
いや意向を汲み取っていますが、2階は意思表示や意
思疎通が困難な方が多い為、表情などを注意深く観
察しながら、思いや意向の把握に努めています。

今後の継続

ご利用者様同士仲良くしていただけるよう関係
性をとても大事にしている。また、うまくいか
ない関係性についてはミーティング時に対応の
仕方を考えている。
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26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる

30 14 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している

かかりつけ医へは本人の希望やその時の状態な
どに応じて相談又は受診をし適切な医療を受け
られるよう支援している。

入居時にかかりつけ医の有無を確認し、利用者と家
族の希望を尊重して主治医を決めていただくように
しています。事業所の協力医としている「飛騨クリ
ニック」は月2回の往診、看護師は「足柄上医師会訪
問看護ステーション」から週1回来所し、健康管理を
行っています。血液検査は年2回実施しています。1
名だけ飛騨クリニック以外に受診しています。

今後の継続

本人や家族の状況に合わせて体力・精神、現状
にあったサービスを心がけている。

季節のお花見ドライブに出かけた際に、その場
所のごみ拾いなどを行い微々たる力ではある
が、地域へ貢献できるよう心がけている。

利用者さまの姿をよく観察しケアの方向性を統
一させるためのカンファレンスを行い職員の意
見やアイディアを取り入れている。

アセスメントで得られた情報を基に初回の介護計画
を作成し、差異を確認しながら更新しています。モ
ニタリングでは日々の記録や生活の様子を共有しな
がら、カンファレンスを行い、職員の意見やアイ
ディアを取り入れながらケアの方向性を統一してい
ます。短期は6ヶ月、長期目標は1年での見直しと
し、日々の記録や職員の意見を基に現状とケアにお
ける課題を抽出しながら介護計画の見直しを行って
います。

今後の継続

ipodを利用し申し送りを行い利用者様の状態把
握に努めている。情報共有ができるようにミー
ティング等を行っている。職員の記録・報告を
参考に計画の見直しも行っている。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

事故発生時に備えて初期対応に何が大事か一人
ひとり考え、その時にあった対応ができるよう
に訓練をしている。

一時避難場所として開放できるようにしてい
る。又、年に2回避難訓練を行い災害時の利用
者様と共にシュミレーションをし避難できるよ
うにしてる。

年2回、昼夜を想定した火災や地震想定で訓練を行っ
ています。訓練では、通報・避難誘導・消火訓練を
中心に行い、動きや手順を確認しています。また、
山北町の一時避難場所として開放できるよう町と協
定を結んでいます。備蓄品については、水や食糧、
衛生用品の他、懐中電灯なども備蓄しています。 発
電機も購入しています。

今後の継続

地域連携室・相談室の方とお話をさせてもらっ
ている。入院時は自社のサマリを提出、退院時
にはサマリをいただくことを行い、利用者様の
現状を共有することに努めている。

利用者さまの希望と、ご家族様の希望を伺い利
用者様の求める（家族の求める）終末期が迎え
られるよう努める。主治医・看護士の協力を依
頼し利用者様の望むようにできるように取り組
んでいる。

入居時に「重度化した場合における指針」について
説明し、事業所で出来ること出来ないことを理解し
ていただいたうえで同意書を交わしています。主治
医から看取りについての話があった段階で再度、家
族の意向を確認し、看取りを希望された場合には、
主治医、訪問看護師、家族との連携の中、チームで
取り組んでいます。利用者、家族の求める終末期が
迎えられるよう努めています。

今後の継続

利用者様の様子を訪看さんに伝え相談・適切な
対応を心がけている。救急要請の判断時は特に
力になってもらっっている。
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36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している

40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている

利用者様の食事形態を個々に合わせて作ってい
る。体調に合わせた食事提供を心がけている。
食事の彩には気を使うよう努めている。利用者
様でできる方は配膳・下膳を一緒におこなって
いる。

朝・夕食は業者のレシピ付き食材を調理し、昼食は
利用者の希望を聞きながらメニューを決めて調理し
ています。食事は生活の中の楽しみでもあることか
ら、視覚でも楽しんでいただけるよう、彩や盛り付
けにも配慮しています。食事形態は個々の嚥下能力
や体調に合わせて食事を提供することで、完食でき
るよう支援しています。利用者で出来る方は配膳・
下膳を一緒にやっていただきながら、残存能力の維
持につなげています。敬老会の時には食事を中心と
してイベントも実施しています。

今後の継続

利用者様の状態を把握しその日の過ごし方を決
めていく。無理に時間での排泄や食事の強要は
せずに支援していく。

モーニングケア時に手鏡などを使用し髪型をｾｯ
ﾄする。シャツのボタンの掛け違いなどないよ
うに心がけている。ひげ処理も見守りながら
行っている。2ヶ月に1度、訪問美容師に髪型を
セットしてもらっている。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

一人ひとりのプライバシーを尊重している。言
葉かけも相手の思いを考えて傷つかないように
声掛けをする。利用者様の持っている誇りを大
事にしている。

プライバシーの確保事業所内研修の他、ミー
ティング等で、接遇・マナー・倫理など利用者
との関わり方について再確認しています。利用
者一人ひとりの人格や個性を尊重し、尊厳や自
尊心を傷つけることのないよう十分注意してい
ます。居室への入室、入浴や排泄支援を行う際
にはプライバシーや羞恥心に配慮して対応して
います。

今後の継続

利用者様ご自身、選択できるよう選択肢を広げ
て自己決定できるように働きかけていく。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

排便の記録を参考にコントロールをさせても
らっている。便の硬さや便通が良くなる効果が
あると聞き　寒天ゼリーを導入し、おやつや食
事の時に出すようにしている。

お風呂は時間の都合で対応せざるおえない状況
だが、ご本人の気持ちも大事に対応を心がけて
いる。「入りたい。」「入りたくない。」の意
思は尊重しここに応じた入浴の支援を心がけて
いる。

週2回の入浴を基本とし、安全かつ安心して入浴して
いただけるよう、事前にバイタルチェックを行った
うえで、本人の希望を尊重した入浴を促していま
す。「入りたい。」「入りたくない。」の意思は尊
重し、個々に応じた入浴の支援を心がけています。
お風呂にはミスト浴、リフト（1Fのみ）の設備があ
ります。

今後の継続

毎食後、声掛けをし口腔のケアをしていただ
く。介助不足は手伝いご自分でできるところは
ご自分でやっていただくようにしている。

ご自分の意思でトイレに行かれる方はご自分で
言っていただく。しかし、長い時間行く様子が
見られず心配な時は声をかけさてもらってい
る。

入居時は、排泄リズムを把握するために排泄チェッ
ク表やアセスメントを行い、その方に適したタイミ
ングによるトイレ誘導で、自立に向けた排泄支援を
心がけています。夜間は個々に応じて睡眠を優先す
る方、トイレにお連れするなどの支援を行っていま
す。自分の意思でトイレに行かれる方は行っていた
だきますが、間隔が長い時に職員が声かけしていま
す。

今後の継続

栄養バランス　量　形　噛める硬さなど利用者
様に合わせて提供するよう心掛けている。夏場
の水分補給にはゼリーなども活用している。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している

金銭は基本的には所持していない。使用するこ
ともほとんどない。必要なものは職員が買い出
しに行き届ける。

ぬりえや、クイズ・ゲームなどを楽しむ時間を
もうけている。気分転換に室内歩行をする。
PM,参加できる方を集いしりとり、三文字・四
文字ゲームを行う。

季節によるお花見ドライブを楽しんでいる。
又、外食も楽しむ。

季節によるお花見ドライブを楽しんでいます。
足柄や山北町は自然も豊かな場所であり、藤
（開成町）・酔芙蓉（南足柄）・桜（駅前
等）・ざる菊（山北町）など、四季折々の花見
に出かけ、車内から季節感を味わっていただく
ようにしています。

今後の継続

利用者様個々に、それぞれに合わせた休息を
とってもらっている。夏場の暑い時期は体力が
消耗するので特に休息をとるように心がけてい
る。

薬については担当者が用意しているが服用する
ときは職員同士で確認するようにしている。用
法・用量の変更時は特に注意して利用者様の様
子を見る。お薬台帳をみて服薬内容の確認を心
がけている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している

ご自宅での生活の延長として過ごしてもらえる
よう自由に家具を持ち込んでいただいて居心地
よく過ごせるようにしている。

ベッド・エアコン・カーテン・クローゼットは備え
付けとして完備されていますが、それ以外の家具や
調度品については、思い出の品や使い慣れた家具を
持ち込んでいただくよう伝えています。自宅と近い
配置・家具類を持ち込んでいただくことで、居心地
よく過ごせる居室づくりがされています。居室は部
屋の整理に心がけ、他の入居者の物が混入しても分
かるよう片付けています。

今後の継続

洗濯物を畳んでいただき自室のタンスに収納し
てもらっている。

季節に合わせて壁画や花を飾り目でたのしんで
もらい季節を感じてもらう。

利用者が快適な環境の中で生活が送れるよう設備面
にもこだわっています。リビングには床暖房をはじ
めとして、空気浄化装置や呼吸の道タワー(床下から
空気を取り入れ、地冷熱の効果で外気温に比べ夏は
涼しく、冬は暖かな空気を取り入れることができる)
が導入されており、窓を開けられないような天候で
も新鮮な空気が取り入れられる設備が整っていま
す。食堂はペンダント照明は暖色の物を採用し、あ
たたかみが感じられる空間になっています。テレビ
の前にはソファーも置かれ、食後に寛げる空間もあ
ります。季節に合わせて壁画や花を飾るなどの装飾
を行っています。

今後の継続

利用者様が自由にソファーへ座りテレビ観賞す
ることができる。自席で過ごすときは隣席の人
や向かいの人と会話を楽しむ。

電話の取次ぎ、利用者自らの電話をしたいと訴
えのある時は対応している。長電話については
ご遠慮していただいている。手紙の対応はして
いる。
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事業所

作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

記録を含めた介護技術
（特に退陣援助技術）
の向上をしたい。

キャリア段位制度を基
準として介護に対する
姿勢の統一及び底上げ

2年間

利用者様をちゃん付け
で呼んでしまう習慣を
治していきたいとの声
が上がった

職員がなぜ、ちゃん付
けで呼ぶと問題が生じ
るのか理解してさん付
けで呼ぶ習慣づける

半年間

どのようなことに地域
貢献ができていると事
業所として説明できる
だろうか？

事業所として地域等貢
献に対して分類し、現
状を把握する。

2年間

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

目標達成に向けた

具体的な取組み内容

目　標　達　成　計　画

目　　標

グループホームやまきた

令和5年10月4日

キャリア制度の本を基
に研修をする。
ポケットブックの配布

ちゃん付けの問題を説
明する。
朝礼等でさん付けがで
きているか確認する。

各リーダーと数回に分
けて話し合いまとめる
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

 事業所名 グループホームやまきた

 ユニット名 2F

　Ⅴ　アウトカム項目
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共
有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日常
的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や話
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に
活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んで
いる

コロナ5類移行になり会議の開催の予定があっ
たもののホーム内でのコロナが発生し会議は7
月に一度行えた。そのなかで利用者様の様子
や、コロナ時の対応・対策などを話した。
今年度は利用者様にも参加する機会を増やして
いる。

ケア会議が開催されるときには出席し地域の現
状を聞いたり、ホームの空き室状況などを伝
え、地域の方の困り事などを一緒に考えて入所
への運びを協力・共有し、円滑に行えるように
している。

城址歴史公園への桜見学、地域のお祭り見学、
神社への参拝、道祖神子供神輿立ち寄りなど、
地域の催し事への参加や、時々ではあるが御近
所の方から野菜や果物を頂くなど、地域の方々
との交流を図っている。

ホーム敷地内での日光浴やホーム周りの散歩な
ど、近所の方や郵便配達、配送業者の方々と挨
拶を交わすようにしている。ドライブ行事や外
食行事の際には、目的地などで地域の方と挨拶
を交わしたり話しをするなどしている。中学生
体験学習の受け入れや、傾聴ボランティアの方
との交流も活かしている。

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

廊下やトイレなど、目に留まる場所に理念を掲
示している。職員がいつでも確認できる所に掲
示することで、理念を共有し実践に繋げる努力
をしている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、それらを活用できる
よう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

職員は身体拘束の意味については理解している
が、全てを正しく理解出来ていない事もあるの
で、常日頃から身体拘束について考え、身体拘
束をしないケアーに取り組んでいる。朝7時か
ら夜8時まで、やむを得ない場合以外は玄関は
施錠をしていない。

権利擁護や成年後見制度などに関する疑問や分
からないことは、社長に確認するなどして理解
を深める努力をしている。成年後見制度を利用
している利用者もいるので、権利擁護協議会の
講義に参加するなどして理解を深めている。必
要性がある利用者については、町や社会福祉協
議会と話し合いをする。
契約の際には、管理者、社長1人での対応では
なく、フロアー責任者など契約に関する説明が
出来る職員と共に、御家族の都合等による事情
以外は出来る限り複数人で対応している。御家
族の不安や疑問について、その都度必要な限り
話し合い、理解、納得が得られてから契約して
いる。
毎月請求書を送る際に、各御家族へ利用者の状
態や行事ごとなどを手紙で伝えている。利用者
に変化が出た時や、必要物品がある時には電話
連絡をし、その際に御家族の意見や要望なども
確認している。面会の際にも日々の様子を伝
え、意見や要望を確認している。外部評価のア
ンケートも参考にしている。

スキルアップ研修にて自己点検シートチェック
を行ったり、フロアー会議や日々の業務の中で
利用者情報を共有し、虐待へ繋がる危険性がな
いか話し合い、防止に努めている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容
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外部評価

11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

面接時やアセスメントの際には、本人とゆっく
り話し合う時間を作り、本人が困っていること
や不安なこと、要望などが確認出来るよう、若
い頃の話しや雑談などを交えながら、本人が不
安なく話せるような関係作りに努めている。

一般の職員の勉強会への参加は少しずつ増えて
いくように取り組んでいる。資格取得への支援
にも力を入れている。

就業環境ではできるだけ一人一人と話す機会を
得るように努力をしている。

社内で目標を持ち実践につながる取り組みを昨
年度より始めた。本年度も実践発表会にエント
リーしてもらい、個々の実力を発揮する機会を
作っている。

社内研修やフロアー会議など、職員全員の声を
聞くことが難しい時もあるが、聞くための努力
は心掛けている。食事や休憩時のお茶の際な
ど、何気ない日々の業務の中で意見を聞く機会
を設け、反映させている。
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自己評価

実施状況 実施状況
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外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

馴染みの方の訪問は積極的に受け入れるように
している。コロナ陽性者が出てしまった時には
面会を御遠慮して頂いているが、コロナ感染の
経過状況によって面会方法を変え、出来る限り
面会出来るよう努めている。ドライブ外出の際
には馴染みの場所を積極的に通るようにし、地
域の方との交流に努めている。

危険と感じる事や危険性があること以外は、
個々に合った『できること』をどんなことでも
手伝って頂き、1人1人の出来る事が増やせるよ
う努力している。ホーム内の清掃から洗濯物干
し、洗濯畳み、野菜の皮むきや針仕事など、生
活する上で必要なことを共に行い、共に暮らす
一員として関係を築いている。

通院や必要物品の依頼など、御家族で対応して
頂けることは可能な限りお願いしている。利用
者に変化があった際には御家族に連絡し状態や
状況、主治医からの話しを伝える。御家族の意
向なども確認し、今後どのように対応していく
かなどを決めている。本人手書きの年賀状や毎
月のお便りなどで情報共有出来るよう努めてい
る。

御家族が少しでも不安なく話が出来るよう、過
去の事例などを元に、どのように支援、援助し
て来たか、今どのように支援、援助しているか
などを話している。その後どのような変化や結
果になったかも話している。事例にないことな
どは、町や他の協力体制もあることを話し、信
頼関係が築けるよう努めている。

本人、御家族が抱える不安や心情について理解
を深め、本人に携わってきた各機関からの情報
なども元にし、本人、御家族との話し合いの中
で、今、一番必要としている支援を考え対応す
ることに努めている。
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実施状況 実施状況
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外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている

23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

1人1人の精神面や睡眠状況、健康状態、日中か
ら夜間の様子など、その日その日の状態に合わ
せて対応出来るよう、1人1人の状態把握に努め
ている。

本人の体調や生活スタイルなど、出来る限り1
人1人の意向や希望の把握に努めている。困難
な状況の時には、その時、その時で最良の対応
を検討し、対応出来るようにしている。本人の
行動や表情などからも、何を望んでいるか把握
出来るよう努めている。

各機関からの事前情報や日々の生活会話から、
1人1人の生活歴や趣味嗜好など、本人に関わる
情報把握に努めている。記録に残すことで職員
間の情報共有にも努めている。何気ない日々の
業務の中でも、職員間で情報共有出来るよう努
めている。

利用者が退去されてからも御家族から相談があ
る場合には、必要に応じて相談の機会を設けて
いる。退去された御家族から衣類や野菜を頂く
ことや、散歩などで偶然お会いした時などには
挨拶だけではなく近況を話すなど、関係性を継
続出来るよう努めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

全員で参加出来る作業、２～３人で協力して行
う作業、1人1人で行う作業など、利用者1人1人
の性格や関係性を把握し、その人に合った作業
を見つけ、利用者同士で支え合いながら進めら
れる環境作りに努めている。食席やくつろぎの
場の席なども、支え合える関係性に配慮しなが
ら対応している。
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26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる

30 14 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している

ホームから見える景色も楽しみながら、地域の
お祭りへの参加や見物、四季折々に咲く花を見
物に行くなど、季節を感じながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことが出来るよう支援に努めて
いる。

個々の主治医が2週間おき、または1か月おきに
往診に入っている。その際に日々の様子や変化
について報告し、助言や指示を頂いている。変
化のある方に対しては、御家族への連絡、主治
医への電話相談やＦＡＸ、受診対応を取り、適
切な医療を受けられる支援に取り組んでいる。

日々1人1人の状況や状態について、個人記録や
業務日誌に細かに記録している。フロアー会議
での話し合いや連絡帳の活用、何気ない日々の
業務の中で職員間で情報共有している。情報共
有することで介護計画の見直しに活かし、対応
についても検討している。

御家族が止む終えず対応出来ない受診や選挙投
票など、その時々で生まれる状況に対応出来る
よう取り組んでいる。

本人、御家族の希望や要望などを確認し、その
内容も含めて本人に合ったケアーについて、フ
ロアー会議や日々の業務の中で話し合い、今必
要とされる、現状に即した介護計画の作成に努
めている。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

一時避難場所として開放できるようにしてい
る。又、年に2回避難訓練を行い災害時の利用
者様と共にシュミレーションをし避難できるよ
うにしてる。

御家族、主治医、訪問看護など、医療機関との
連携の中で、変化があるごとに連絡、相談、話
し合いを行っている。御家族への連絡の際に
は、御家族の気持ちを確認しながら、ホームで
出来ることなどを説明し、どのように支援して
いくのかチームで取り組んでいる。

心肺蘇生法や痰の吸引方法、初期応急手当など
は施設内研修にて学んでいる。日々の業務の中
でも、急変時に備えて、初期の段階からどのよ
うに対応すべきか学んでいる。

訪問看護STと医療連携体制を組み、週1回看護
師の訪問がある。訪問の際には利用者の日々の
様子や状態の変化、内服薬の変更などを報告。
看護師は介護職員への相談や助言をして下さ
る。変化のある方に対しては、主治医への報告
や受診等の連絡連携を取っている。訪問看護ST
とは24時間連絡体制が取れるようになってい
る。

入院先の地域連携室と連絡を取り、入院中や退
院後、安心して生活が送れるよう関係作りに努
めている。
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36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している

40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている

1人1人の好みを確認しながら献立を立てたり、
御近所の方から頂いた野菜や、購入して来たば
かりの野菜を、どのようにして調理するかなど
を話し合って決めたりしている。もやしのヒゲ
取りやジャガイモの芽取りなど、1人1人出来る
ことを手伝って頂き、職員と一緒になって取り
組んでいる。

利用者の状態や状況によって、入浴や排泄など
が職員ペースになってしまうことがあるが、1
人1人のペースを大事にすること、出来る限り
本人の希望にそって支援していくことを心掛け
ている。

その日の本人の気分や気温などを考慮しなが
ら、その人らしい身だしなみ、おしゃれを楽し
めるよう、本人の意思決定を大事にしながら支
援している。美容師訪問の際には、本人の希望
を確認し、その人らしいカットが出来るよう対
応している。

ホームの理念を、職員、利用者がいつでも目に
留まる所に掲示することで、1人1人の人格の尊
重、プライバシーの確保に努めている。　1人1
人に合わせた言葉かけ、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけを心掛けている。声かけした
内容に心配がある時は、職員みんなでフォロー
するよう心掛けている。
本人が自ら行動を起こす際には、本人から何か
を訴えて来ることを待ちながらも、必ず本人の
意思を確認するようにしている。自己決定出来
るよう声かけの工夫をしながら、入浴中やお
茶、食事の際など個々で接する時間を大切に、
本人の思いや希望が表せるよう対応している。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

食物繊維や乳製品など、便秘予防の食材を取り
入れた献立作りに取り組んでいる。1人1人の体
調や排便状況を職員全員で把握し、食材の変更
や調理の工夫、水分摂取量を増やすことに取り
組んでいる。1人1人に合った運動方法、毎日ラ
ジオ体操をするなどして運動不足の解消、便秘
予防に努めている。
入浴予定日の朝、本人に入浴が出来る日である
ことを伝え、本人の意思確認と共に、入浴が好
きではない方に対しては、意欲が湧くような声
かけを心掛けている。入浴を拒否するのであれ
ば、曜日の変更や時間帯の変更などで対応して
いる。清潔保持も含めて、入浴を楽しむことが
出来るよう支援に取り組んでいる。

毎食後、体調の急変以外は必ず全員口腔ケアー
をしている。1人1人に合った口腔ケアーを、そ
の日の状態に合わせて対応出来るよう心掛けて
いる。まずは本人の力で行い、口腔内の汚れや
臭いが生じないよう、磨き残しの確認、声か
け、必要に応じて介助している。

本人の意思決定を尊重しながらも、排泄の失敗
を減らせるよう、声かけの工夫や排泄パター
ン、その日の体調などを考慮しながら取り組ん
でいる。1人でトイレに行かれない方に対して
は、本人の体調に配慮しながら、可能な限りト
イレでの排泄支援に取りくんでいる。特に排便
時。

個々に合った食事形態の提供を心掛けている。
食事量、水分量、栄養のバランスなど、職員全
員が摂取量の把握に努めている。1人1人、その
日その日の体調等に合わせた食事量の調整、水
分量の確保に努めている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している

基本的にはお金の所時はしていない。所時を希
望される方に対しては、小銭や高額ではない程
度の金額を所時して頂いている。

その日その日の利用者の体調や状態、状況に合
わせて、1人1人の生活歴や力を活かせる作業や
趣味（洗濯畳みやモップがけ、塗り絵や折り
紙、ホーム内の飾りつけなど）に取り組み、散
歩や外食、ドライブ、他フロアーの利用者との
交流の機会を作り、気分転換を図れるよう取り
組んでいる。
普段のちょっとした散歩以外は、個々の希望を
聞きながらも、個々の健康状態を考慮し、みん
なで出かけられる場所を検討、出かけることに
努めている。地域のお祭りの際には御家族に駐
車場の協力を頂いたり、町の協力を頂いて花見
見物をするなど、御家族や地域の方の協力を得
ながら支援に取り組んでいる。

1人1人の生活習慣やその日の状態、状況に応じ
て休息を取る時間帯や休息時間、日中の過ごし
方を工夫している。夜間も1人1人の体調や状態
に合わせて過ごし方を工夫し、日々安心して眠
れるよう取り組んでいる。

職員誰でも内服薬の確認が出来るよう、個々の
薬箱には最新の処方箋を準備し、いつでも内服
薬の副作用や目的、用法や用量について確認出
来るようにしている。職員全員が薬の内容まで
は理解出来ていないが、朝は何錠服用している
かなどは理解出来ている。本人の体調の変化な
どに注意し、記録に努めている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している

家庭の延長として、危険性がないよう、出来る
限り家具や小物などの配置をそのままに、住み
慣れた部屋として過ごせるよう、本人、御家族
と相談しながら工夫している。

廊下や居室入り口など、歩行や車椅子自操の妨
げにならないよう整備し、車椅子の自操、シル
バーカーでの移動でも安全に通行出来る、自立
した生活が送れるよう工夫をしている。

共用の空間は常に清潔を保ち、整理整頓、不快
や混乱をまねくような刺激がないよう取り組ん
でいる。月ごとや季節ごとにフロアー内や玄関
などの飾り付けを変更し、生活感や季節感を感
じられる物を飾るよう工夫している。利用者が
取り組んだ物が飾れるよう取り組み、心掛けて
いる。

ソファーにて、独りで過ごせる時間や気の合う
利用者同士、思い思いに過ごせるようにしてい
る。それぞれ気ままに過ごせるようにしてい
る。

本人から電話を希望される際には、必要に応じ
てかけるよう取り組んでいる。御家族に会いた
くなった際には手紙を書くことをすすめめてい
る。御家族や知人へ年賀状の取り組みを続けて
いる。返信がある方もいられる。
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事業所

作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

記録を含めた介護技術
（特に退陣援助技術）
の向上をしたい。

キャリア段位制度を基
準として介護に対する
姿勢の統一及び底上げ

2年間

利用者様をちゃん付け
で呼んでしまう習慣を
治していきたいとの声
が上がった

職員がなぜ、ちゃん付
けで呼ぶと問題が生じ
るのか理解してさん付
けで呼ぶ習慣づける

半年間

どのようなことに地域
貢献ができていると事
業所として説明できる
だろうか？

事業所として地域等貢
献に対して分類し、現
状を把握する。

2年間

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

グループホームやまきた

令和5年10月4日

キャリア制度の本を基
に研修をする。
ポケットブックの配布

ちゃん付けの問題を説
明する。
朝礼等でさん付けがで
きているか確認する。

各リーダーと数回に分
けて話し合いまとめる

目　標　達　成　計　画

目　　標
目標達成に向けた

具体的な取組み内容
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